
OnlyConnect:VirginiaWoolfとE.M.Forster

村松 加代子

〈は じめ に>

BloomsburyGroupに つ いて は、以 前、「Bloomsburyの 知 的貴族 たち」1

と題す る拙論 で詳細 に論 じた ことがあ り、本稿 はそれ を前提 と した研

究成果 で あ るこ とをあ らか じめお 断 りして お きたい。 その ときの論 文

では、BloomsburyGroup研 究 のい わば通過儀礼 と して、そ の全 容 の把

握 に終 始 したが 、本 稿 はそ の 各 論 第1弾 と もい うべ き もの で あ る。

BloomsburyGroupの 構 成員 は、 その殆 どが美術 関連の者 たちであ るが、

筆者 は、 そ の 中 にあ って 文学 の著 述 を生 業 とす る数 少 ない メ ンバ ー、

すなわ ち、VirginiaWoolf,LyttonStrachy,E.M.Forsterの3人 に この順

位 で格 段 の 関 心 を寄せ て きた。 こ れ ら3人 の作 家 の う ち、Woolfと

Stracheyに つ い ては、す でに何 度か私 見 を公 表す る機会 があ ったの で、

今 回はWoolfとForsterの ふ た りを取 り上 げ るこ とと した。 かれ らは知

り合 った 当初 か ら、 互 いの作 家活 動 に少 なか らぬ関心 を寄 せ、 そ の後

もそ の度合 い が増 してい った こ とは、 そ れぞれ が後年 、互 い の著作 を

め ぐる評論 を著 してい る とい う事 実、 さ らには、Forsterの 著 作 中、 そ

の8編 まで もが 、Woolf夫 妻 の経営す る出版社TheHogarthPressか ら

刊行 されてい る とい う事 実か らも十分 窺われ る。

Forsterが こ の世 を去 って か ら30余 年 になるが、 ご く最 近、新 資料2

が 刊 行 された 。本 稿 は、 この新 資料 を手 掛 か りとす る こ とに よって、

Woolfの エ ッセイ、"Mr.BennettandMrs.Brown"の 中 で有名 になった

あ る 「日付 」 につ い て、新 た な解 釈 の道 が拓 かれ るか ど うか を検証 し

よう とす る もの である。

〈"December,1910"の 意 味す るもの>

Woolfの"ModernFiction"が 、 モ ダニズ ム文学 を論ず る時 に必ず とい

ってい い ほ ど引 き合 い にだ されるマ ニ フェ ス トで あ る とす れば、 同 じ

彼女 の手に なる"Mr.BennettandMrs.Brown"の ほ うは、 はるか に読み
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易い。 それ とい うの も、 こち らの方 は、前者 とは違 って、Cambridge大

学 の文 学団体 、「異 端者会」(`TheHeretics')で の講演 原稿 を基 に書 かれ

て い るか らで ある。換 言す れ ば、 これ は、 で きるだ け抽象 的 な表現 を

避 け、 具体例 を数多 く挙 げ なが ら"ModernFiction"の 論 旨を敷 衍 した

評論 と言 える。そ の中で、Woolfは まず、作家 とは、その性別 に関係 な

く、 鬼火一 一 私 た ちをつ か まえて書 い て ご らん、 と蠱 惑 的に け しか け

る幻 の 人物 た ち一 一 につ い唆 され、 か れ らの追跡 に身 をや つす者 た ち

であ り、これは またArnoldBennettも 認 め るところであ ると述べ てい る。

そ して、 人 間 は誰 しも性 格 の鑑 定家 で あ り、 この鑑 定 の鍛練 こそ はわ

れ われ の 日々 の問題解 決 に大 い にあず かっ てい るのだ が、作 家 と世 間

一般 の 人 との違 いが あ る とす れ ば
、作 家 の ほ うは、人生 の実際 的 な 目

的 のた め に相 手 の性格 につ い て十分 知 った後 で もなお 、性格 そ の もの

には何 か永 久 に興 味 をか きた てる ものがあ る と信 じこみ、 そのため に、

性 格研究 と性 格描写 に凄 ま じい執念 を燃やす輩 であ る と解説 してい る。

とこ ろが 、 この"humancharacter"と い うのが こ こに きて変化 した こ

とは間違 い ない として、Woolfは つ ぎの よ うに記 してい る

...inoraboutDecember,1910,humancharacterchanged....3

さ て 、Woolfは この ように人間の性格 が変化 した時期 を"inorabout

December,1910"と 特 定 して いるの だが、それ はなぜ であ ろうか?ま

ず、そ の問題か ら考 えてみたい。

「1910年 」 とい うだ けな らば、 その設 定 には大 い に説得 力が ある。 な

ぜ な ら、1910年 と いう年 は、 英 国がそ の現代 史上 で も数 々の未曾有 の

出来事 に見舞 われ た年 で もある し、一 方、BloomsburyGroupに とって

も、 そ の将来 を大 き く左 右 す る出来事 が い くつ か起 きた年 であ ったか

らであ る。 それ らを順 を追って記す な らば、つ ぎの ようになる

まず、公 的出来事 として は、5月 にEdwardVIIが 死 去 し、それ と共 に

俗 物 的価 値観 が幅 を きかせ る時代 が終息 す る。(ち なみ に、 英国 の歴 史

におい て、 君主 の名前 がその まま、 その時代思潮 を強烈 に喚起 し、形 容

詞 にまで転 用 され てい る例 は一体 い くつ ある だろ うか?ElizabethI,

Victoria,GeorgeVIな ど と並 んで、EdwardVIIは そ う した数少 ない例 の
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ひ とつ と言 え る)。

一方、 この頃LiberalPartyの 権 力が地 滑 りを起 こ し始 めて もい る。か

と思 えば、 同 じ月 に、新 時代 の到 来 を告 げ るかの よ うに、 英 国 で初 め

てハ ー リー彗 星が観 測 され て もい る。9月 には、木 綿産業 に携 わる労

働 者 た ちに よるロ ックア ウ トやWalesの 炭 坑 夫た ちのス トライキが起

きて いる。11月 に は、後 に`BlackFriday'と 呼 ばれる ことになる18日 に

婦人参 政権論者 た ちの過激なデモが あ り、 翌 日には119名 の 女性 運動家

た ちが逮捕 され ている。

つ ぎに、BloomsburyGroup関 連 の 出来事 を挙 げ るならば、1月 には、

RogerFryがCambridgeか らLondonま で の列車 の中で偶然CliveBell,

VanessaBellと 乗 り合 わせ、意気投 合 し、 これが きっか けで、Vanessa

の妹 のVirginiaStephen(1915年 、Leonardと の 結婚 によ りWoolfと 改 姓)

を親 し く知 る ようにな る。 また、 同月 に、Woolfは ボ ランテ ィア として

婦人 参政権運動 に加わ り、翌2月 に は、英 国王立海軍 を まん まと欺 いた

Dreadnaught号 事 件 に加わ り、彼女 の一大特徴 の ひとつ であ る桁外 れの

悪戯 っ子ぶ りを発揮 している。9月 に は、Woolfが 「物 質主義者」 とし

て糾 弾す るAmoldBennettのClayhangerの 刊 行、10月 に は、Forsterの

HowaydsEndが 世 に出て、高 い評価 を得 てい る。11月 に は、RogerFry

の企 画 になる`ManetandtheImpressionists'と 題 す る展覧会が 開催 され

(11月8日 か ら翌 年1月5日 まで)、12月 に は、Forsterが`FridayClub'

(BloomsburyGroupの メ ンバー の うち、Virginiaの 姉 夫婦 を初 め とす る

芸 術 に携 わ る人 々が 中心 とな って、1905年 に 設立 した 内輪 の会)で 、

`FeminineNoteinLiterature'と 題 す るペ ーパ ー を読み上 げている
。

さて、上記 の一連 の 出来事 の中か ら、問題 の 「1910年12月 な い しそ

の頃」("inoraboutDecember,1910")と い う時期 だけに限 って出来事

を取 り出す とす るな らば、`ManetandtheImpressionists'と 題 す る展覧

会 とForsterに よ る`FeminineNoteinLiterature'の 朗 読の2つ とい うこ

とにな る。 そ して、Woolfが 「1910年12月 な い しその頃 に人 間性 が変

化 した」 と記 した と き、彼 女 の念 頭 に あ った もの は まさ し くこれ ら2

つ の 出来事であ った と考 え られる。

1つ 目の展 覧 会 に つ いて は、本 稿 の 〈は じめ に〉 で言 及 した拙 論

(1999)で 詳 細 に述べ たので、 こ こで はその中の一節 をその ま ま引用す る

に とどめ たい 「会場 を訪 れた人 々の反応 は凄 ま じい ものであ った。
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寛大 な者 は笑 いだ し、そ うでない者 は激 怒 した。子供 騙 しのペ テ ン、猥

褻等 々 と毒づ き、事務 長 を務めたDesmondMacCarthyに 入 場料の払戻 し

を求 める者 さえ出た。 の ちにMacCarthyは 、 芸術 におけ る新 しい ものは

不道徳 な行為 と同種 の怒 りをか きたてが ちであ る と述懐 している。」

だが 、 こ う したマ ネ を初 め とす る後期 印象 派 の絵 画 は、 突如 と して

あ る種 の人 々 に受容 され、 翌年1月5日 の 閉会 まで に夥 しい 人が足 を

運 んでいる。 ま さしく、`TheArtQuakeof1910'と い うMacCathyの 命

名 は、 的 を得 ていた と言 わざる を得 ない。

つ ぎに2つ 目の12月9日 のForsterの 朗 読 につい てであ るが、 これに

先立つ10月 に も、かれ は 自分が所 属す る別の 団体 、``TheApostles"(G

Tomlinsonを 中心 に12人 の学 生 によって設 立 され た`TheSocietyofthe

CambridgeApostles'な る 団体。 正式名称 は`TheConverzatione')の 会

合 で も同 じ趣 旨のペ ーパ ー を発 表 してい る。 大戦 前 に限 って言 えば、

この時 期 は、 かれが新作HowardsEndの 大 成 功 に よって、 その作家生

活 で 最 も高 い 名 声 を 誇 っ て い た 時 期 に あ た る。 に もか か わ らず 、

`FridayClub'で くだんのペーパ ーを朗 読 した前 日、12月8日 のかれの 日

記 には、"Letmenotbedistractedbytheworld.Itissodifficult‐Iam

notvainaboutmyover-praisedbook,butIwishIwasobscureagain...I

knewIshouldn'tanddon'tenjoyfame."4と 記 されてい て、 その成功 を喜

んで いる気配 とは ほど遠 い。 さ らに、同 日の 日記 の少 し先 には、"Don't

advanceonemorestepintoliterarysocietythanIhave...Henceforward

moreworkandmeditation,moreconcentrationonthosewhomIlove."5と

記 されてい て、 かれが これ を機 に文学 的サー クル とは決別 し、 今後 は、

仕 事 や瞑想 や 愛す る者 た ちに存分 に時間 をつ かい たい 意向 を鮮 明に示

して いる。 これ らの事 実 を考 え合 わせ るな らば、GeorgePiggfordも 言

うよ うに6、`FridayClub'で の朗 読 は、 かれ に してみ れば 「白鳥 の歌」

のつ も りであ った とも考 え られ、 また、 も しそ うであ るな らば、Nicola

Beaumanの 言 うよ うに7、 この と きの朗 読が かれ とBloomsburyGroup

との 正 式 な 関わ りの契機 とな った こ とは ま こ とに皮 肉 であ った と言わ

ざるを得 ない。実 際、 翌年11月23日 付 のForsterの 日記 には、 かれの

肖像 画 を描 きたい とい うRogerFryの 申 し出 をか れが了承 した旨が記 さ

れてい る8(ち なみ に、RogerFryの ほ かに も、BloomsburyGroupの3

人 の メ ンバ ー、DuncanGrant,VanessaBell,そ れ に、Stracheyの 恋 人
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DoraCarringtonが 彼 の肖像 画 を手 掛 けてい る)。 また、 その翌 月 には、

Forsterは か れの イ ン ド旅行 に備 えて、LeonardWoolfか ら乗 馬 の手 ほ

どきを受 けて お り、か れ とBloomasburyGroupと の 親交が深 ま りゆ く

さまがみ て とれ る。

Forster本 人 は、 自分 が`TheApostles'と`FridayClub'で 読 み上 げた件

のエ ッセ イは 出版 す る に まっ た く値 しな い と考 えて いた 。そ の た め、

かれ の死後 、終 の棲 家 となったKing'sCollege,CambridgeのArchive

Centreで そ の 時 の朗 読原稿 が見 つか り、編纂 と注記 が施 され た形で そ

れが活 字 出版 され たの はご く最 近、2001年 に なってか らのこ とで あ る。

従 っ て、 このForsterに よ る断片 的作物 が公刊 され るまで は、Virginia

が 彼 女 の"Mr.BennettandMrs.Brown"の 中 で特定 した 「1910年12月

な い しそ の頃」(傍 点一 筆者)の 出来 事 としては、 「マ ネ と後 期 印象 派

展」 とみ るのが通説 になっていた。 その意味 で、 このたびのForsterの

自筆原 稿 の初公 開 は実 に画期 的 な出来 事で あ り、 筆者 が この新 資料 を

目に した ときの歓 び は小 さか らぬ もので あっ た。 これに よ って、先 述

の 「日付」 の問題のみ な らず、Forsterと か れが関わ った`TheApostles'

や`BloomsburyGroup'に つ い て も、新 たな遠近法 が強い られ る ことと

な り、そ の結果 、新 しい発見 や修 正 を余儀 な くされ る こ とも大い に あ

り得 る と感 じたか らである。

さて、以上 の事 か ら、Woolfが 人 間性 の変化 を1910年12月 な い しそ の

頃 に設 定 した新 たな理 由が解明 された と思 う。 しか し、 ここで再 度、彼

女の`Mr.BennettandMrs.Bro㎜'に 立 ち返 る こととし、今 度 は、 「12月 」

とい う 日付 につ いて事 実関係の確認 とい う形 ではな く、心理学 的見地 か

ら検討 してみ ようと思 う。彼女 の"Mr.BannettandMrs.Bro㎜"中 、 具

体 的 に人間性が変化 した時期 に触 れて いるのは、先述 したほか に2か 所

あ り、 そこではいずれ も 「1910年 頃」("abouttheyear1910")と だ け記 さ

れ ている。先述 の一節 も含 め、 それ ら3つ を、言及が な された順 に抜 き

出 し、番号 を付 してみ る と以下 の ようになる[引 用部分 の前 後 の脈絡 に

つ いて は、 必要 に応 じて、引用 の後 に補足説 明 とい う形 で記 してあ る]

①Andnowlwillhazardasecondassertion,whichismore

disputableperhaps,totheeffectthatinoraboutDecember,1910,
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humancharacterchanged.9(ltalics‐Author)〔 こ の引用 中、"a

secondassertion"と あ るの は、 その少 し前の、"firstassertion"

("everyoneinthisroomisajudgeofcharacter")を 踏 まえてい

る〕

●Butachangetherewas,nevertheless;andsinceonemustbe

arbitrary,letusdateitabouttheyear1910.10(Italics‐Author)

〔上 記2つ の引用① と② に挟 まれ る形 で、 「変化 といって も、 そ

れ はあ る 日庭 に出 てみた ら薔薇 が咲 いてい た とか、 鶏が卵 を産

んで いた とい うような、急激 で決定 的な変化 とは異 な る」 とい

う主 旨の一文 があ り、 ここで`neverthless'と あ る のは、それ を

踏 まえての言葉で ある〕

③Allhumanrelationshaveshifted_thosebetweenmastersand

servants,husbandsandwives,andparentsandchildren.And

whenhumanrelationschangethereisatthesametimeachange

inreligion,conduct,politics,andliterature.Letusagreetoplace

oneofthesechangesabouttheyear1910.11(Italics‐Author)

上 記3つ の引用 中、「12月 」 とまで絞 りこんでい るのは① だ けで ある。

しか し、 これ も、"inoyabout"と 表 記 し、時間軸 を フレキシブルに して

い るこ と、 さ らには、 時代精神 の変化 とい うもの は、 そ れが は っ き り

表 面化 す る まで には時 間が かか るの だ と付言 してい る こ とを考 え合 わ

せ るな らば、 「12月 」 とい う 日付 のほ うは 彼 女が 「1910年 」 とい う年

号 に担 わせ た重 さ とは比 較 にな らぬ ほ ど、軽 い と言 え る。 しか しなが

ら、Woolfは 「12月 」」 への こだ わ りを捨て きって はい ない。そ れは何

故 だろ うか。結 論か ら言 えば、先述のBloomsburyGroup関 連 の2つ の

出来事 を極 めて 重大 な もの と と らえてい たか らで あ る。 換 言す れ ば、

英 国史 上未曾 有 の、 しか も個 人 を超 えた現代 人全 般 にわ た っての人 間

性 ・価値 観 の一 大変化 を促 した要 因 と して、 国家 的 ・社 会 的規模 の 出

来事 と並べ て、 それ と同格 の もの として、個 人的営 為 を含 め たか った

ので はない か。 そ して、実 利 的営 み とは無縁 の芸術 的 営み の重要 性 に

寄せ る彼 女 な りの信念 、 い とお しさ、誇 りをそ こにそ っ と忍 び込 ませ
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たのではないだろうか。国家 よりは友人を信 じるとい うBloomsbury

Group共 有の信条が、あるいは、大蔵省勤務のMaynardKeynesが 仲間

内では肩身の狭 い思いをしていた とい う事実がここで思い出されるの

である。さらに言 うな らば、第一次大戦下、良心的徴兵忌避 を願い出
ノブ リ ス コオ ブ リ　 ジ

て 、周 囲 の者 か ら 「高 貴 な る義 務」 を免 れ る と して糾 弾 され た とき、

LyttonStracheyが 答 えた有名 な台詞、 「奥様、 わた しが、皆様 が それ を

守 ろ う と して戦 って おい での 文明 な ので ござい ます」 とい う台 詞が彷

彿 として くるのであ る。

〈VirginiaWoolfとE.M.Forster>

さて 、 ここで再 び、場 面 を1910年12月9日 の`FridayClub'の 会 合 に

戻 す と し よう。Woolfに と って は、Forsterの"FeminineNotein

Literature"と 題 す る朗読 内容 は、彼 女 自身の文学観 と基 本的 に符合 す る

もので あ り、同 じ作家 として今 まさに彼女が模索 し選 び とろ うとしてい

た方 向性の正 しさを承 認 し、激励 して くれ るものであった。

当時、世 間では、前世紀 の遺風 であ る俗物根性が まだ まだ幅 を きかせ

ていた し、性 の禁忌や 隠蔽 を当 た り前 とみ なす風潮が あって、言 論の 自

由 を著 しく制限 してい た。 しか し、 言論の 自由な しにはいか なる芸術 の

創 造 も不 可能 であ る。 その上 、Forsterは 、社 会 の忌 むべ き同性 愛者で

もあ った(英 国 では同性愛 は1960年 ま で法的犯罪 であ った)。 個 人的 に

も社 会 的に もそ う した過 酷 な状況下 にあ って、 旧弊 に敢 然 と異 を唱 える

ばか りか、 おのれ の信 条 を実践 に移 しなが ら世 間的認知 を受 けてい る有

名作 家 の言葉 を、 当時無 名同然 だったVirginiaは 一 言一句 聞 き漏 らす ま

い として、 聞 き入 っていた にちが いない。加 えて、 互い に同性 愛者で あ

る とい う仲 間意識 も彼女 にはあったか も知 れない。 もっ と も、同性愛者

につい てのStracheyの 分 類 に従 うな ら、Woolfは た ぶ んにプ ラ トニ ック

派 で、Forsterの ほ うは実 践 派 とい う違 い こそあ っ たが 。Forsterが

HowardsEnd以 後 、APassagetoIndiaを 世 に出す までの14年 間、小説

の筆 を断ってい たの も、そ して、Mauriceを 生 前 は出版 しようと しなか

ったの も、 そ うした事情が背 景 にあ ってのこ とであった。

さて、Woolfが 「人 間性の変化 」 の分水嶺 を 「12月 」 に定め た とき、

その心 中にはForsterの`FeminineNoteinLiterature'を 特 筆 したい とい
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う切 なる思 いが働 いて いた と考 え られ る。世 間 を沸 か しに沸かせ た 「後

期 印象 派展」 と、 内輪 の集 ま りでの ささやか な、 けれ ど も極 め て果敢 な

発 表 は ともにモ ダニズ ムの頼 も しい先駆 け として、彼 女 の中で は同 じ重

さの意 味合 い を秘 めてい た ので はないだ ろ うか。 一方 、Forsterの ほ う

で も、講演 当 日の 日記 に、"_MissStephensaidthepaperwasthebest

therehasbeen,whichpleasesme._"12と 記 していて、聴衆 の 中で もとり

わけWoolfの 賛 辞 に喜 びを覚 えてい る さまが窺 われ る。 しか し、翻 って

考 えてみ れば、当時、BloomsburyGroupの う ちでは、Forsterを 除 いて

は まだ誰 ひ と り有 名で はな く、 か たや、Forsterの ほ うは、折 しも、最

新作HowaydsEndに ょ って高 い評価 を受 けて いる有名 人で あった。 こ

の事 実 を考 えるな らば、Woolfの 賛 辞 を 日記 の冒頭 で特筆 したForserの

記 述 は、今後 のふ た りの 緊密 な文学 的関係 を予告す る最初 の もの と して

興 味深 い。

ForsterとWoolfが 互 いの文学 活動 を意 識 し合 って いた度合 い につ い

ては、 た とえば、WoolfのARoomofOne'sOwnを 読 む とよ くわかる。

女性 と小説 につ いて書 かれ た この 評論 は、彼女 が18年 前 に聴 きい った

Forsterの 朗 読、`FeminineNoteinLiterature'に 大 いに触 発 され、多大 な

ヒ ン トを得 た作 品 と言 って も過言 で はな い。そ の と きのか れの示 唆 の

数 々が、直 接 、間接 に散 見 され、 そ れ らが彼 女 自身 の独創 性 と見 事 に

融 け合 ってい るの であ る。 それ を実証 す るひ とつ の例 として、 こ こで

は作 家 の性 別 とそ の作 品 との相 関関係 をめ ぐる両 者 の見解 を合 わせ提

示 した い

EmmaandTartuffholdustotheexclusionofallelse;theyarethe

creationsofthegreatartistwhocreatedthem,andwedonotstopto

enquirewhethertheartistwasmaleorfemale.Wemustadmitthen

thatthequestionofthefemininenoteisnotreallyimportantingreat

literature.Therepersonalitydominates.JaneAustenismoreAusten

thanaJane...OrtakethepoemsofEmilyBronte.Whatlimitation<of

sex>,whatnoteofthefeminineorthemasculine,troublesher

deathlesspassion?13

(E.M.Forster,`FeminineNoteinLiterature')
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...at丘fteenshe[JaneAusten】hadfewillusionaboutotherpeopleand

noneaboutherself...

Whenthewriter,JaneAusten,wrotedowninthemostremarkable

sketchinthebookalittleofLadyGrenville'sconversation,thereis

notraceofangeratthesnubwhichtheclergy-man'sdaughter,Jane

Austen,oncereceived.Hergazepassesstraighttothemark,andwe

knowperciselywhere,uponthemapofhumannature,thatmarkis.

(VirginiaWoolf,"JaneAusten")

以 上2つ の 引 用 か ら み て と れ る よ う に 、ForsterとWoolfに と っ て 、

偉 大 な 文 学 を 偉 大 な 文 学 た ら し め て い る の は 、 何 よ り も ま ず 、

"personalnote"で あ っ て
、"noteofsex"は さ し て 重 要 で は な い 。 そ し

て 、 両 者 が 最 も 偉 大 な 女 性 作 家 と し て そ ろ っ てAustenとEmily

Bronteの 名 を 挙 げ て い る の も 興 味 深 い こ と で は あ る 。

だ が 、 両 者 に 共 通 し た 見 解 は こ こ ま で で あ る 。Forsterは 、 女 性 作

家 の 作 品 で は 、 あ る 登 場 人 物 が"moralcord"な い し は"standard"を 具

現 し 、 そ の 他 の 人 物 た ち は こ れ に 照 ら し て 描 か れ る の に 対 し 、 男 性 作

家 の 作 品 で は 、 登 場 人 物 が"standard"と す る の は 自 ら の 内 な る

"unembodiedideal"で あ る
、 と 言 う 。 か た や 、Woolfの ほ う は 、 そ う

し た 相 違 の 彼 方 に 、 偉 大 な 作 家 に 共 通 し た 一 大 特 質 を 見 、 つ い に 「両

性 具 有 」("androgyny")と い う 概 念 に 帰 着 す る こ と に な る 。

Coleridgecertainlydidnotmean,whenhesaidthatagreat.mindis

androgynous,thatitisamindthathas.anyspecialsympathy.with

women;amindthattakesuptheircauseordevotesitselftotheir

interpretation. .Perhapstheandrogynousmindislessapttomake

thesedistinctionsthanthesingle-sexedmind.Hemeant,perhaps,

thattheandrogynousmindisresonantandporous;thatittransmits

emotionwithoutimpediment;thatitisnaturallycreative,

incandescentandundivided.15

(VirginiaWoolf,ARoomofOne'sOwn)
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だが、 上記 の作 品が刊行 され る直前 のWoolfの 日記 には、Forsterや

親 しい仲 間が ここに"shrewdfemininenote``を 感 じ取 り、 この作 品を嫌

うので はないか との危惧 が記 されてい る。幸 い、彼女 のこの ときの危惧

の念 は杞 憂 に終 ったが、彼女 が決然 と反戦 を唱 えた次作ThreeGuineas

をめ ぐっては、Forsterか ら、その"femininenote"故 に厳 しい批判 を受

け るこ とに なる。 だが、 こう した両 者の相違 点(共 通点以 上 に興味深 い

場 合が多 いのだが)に ついて は、紙 数の 関係 上、稿 を改 めて論ず るこ と

とし、 ここで はただ現 時点での筆者 の結論 同 じ文学 とい うジャ ンル

にた い し、Forsterは 人 間主義 に、一 方、Woolfの ほ うは審美 主義 にた

ってい た という結 論 を記す に とどめ たい。本稿 の論点 はあ くまで も

「1910年12月 な い しその頃」 とい う 日付 をめ ぐってのそれ であ り、 その

後のふ た りのあ りようは後 日談に属す るか らである。

〈おわ りに〉

筆者 が本 稿 の 〈は じめ に〉で言 及 した拙論 「Bloomsburyの 貴 族 た ち」

を著 したの は、今 か ら11年 前 の ことで、NoelAnnanの 言 葉 をか りれ ば、

「文化 とい う株 式市場 で常 にその株価 が変動 して きたBloomsbury」 の株

価が、 欧米で ち ょうど上が り始 めた時期 であった。

そ の後 のBloomsburyGroup関 連 の刊 行物 数、TheVirginiaWoolf

SocietyofGreatBritainの 設 立(1999)、 さ らには、関連の行事 、映画 、芝

居 の数 の大 きさか ら判 断す るな らば、 欧米 のみ な らず、 わが 国にお い

て も、 その株 価 は、以 来、 上が る こ とはあ って も、下 が る事 はなか っ

た、 と言 える と思 う。

今 日、われ われは国家間の、 人種 間の、男女 間の、あ るい は、 自然 と

人工物 の間 の境界線 が危 う くな りつつあ る世界 に生 きて いて、 さまざ ま

な価値観 の共存 を許容 せず には、個 人 は言 うに及ばず、人類 と地球 その

もの の存 続す ら危ぶ まれる事 態 に直面 してい る。BloomsburyGroup株

が 、今 日なお高値 を更新 してい るのは、DavidGaddを して、 「無差別 な

乱雑 さ(promiscuity)に 堕 す ことな く、寛 容 さ(permissiveness)を 創 始 し

た」 と言 わ しめたBloomsburyGroupか ら何 か価 値 ある指針 をわ れわれ

が 今 なお 得 られ る と感 じて い るか らで は あ る まい か。Bloomsbury

Groupの 活 況ぶ りについ ては、その寡黙 ぶ りが愛すべ き一大特 色 であっ

た仲 間の ひ と り、Saxonを 引 き合 い に出 しなが ら、JamesBeecheyが 次
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の よ う に ユ ー モ ラ ス に 表 現 し て い る

AstheoldBloomsburyjokegoes,onlySaxonSydney-Turner:The

UntoldStoryremainsunwritten-fornow.16だ が 、 こ のGaddに あ え て 異

論 を 唱 え る こ と が 許 さ れ る な ら ば 、BloomsburyGroupと い う 鉱 床 は 、

得 も 言 わ れ ぬ 形 状 と 色 彩 を 備 え た 鉱 石 を 今 な お 秘 め 、 し か も 、 そ の 鉱

床 の 奥 行 き は 複 雑 に し て 深 い と い う 様 相 を 呈 し て い る の で 、 筆 者 を 含

め 、 こ の グ ル ー プ の 面 々 と そ の 数 々 の 業 績 に 関 心 を 寄 せ る 人 々 の 掘 削

作 業 は ま だ ま だ 続 き そ う で あ る 。
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